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代表質問（要旨）

あなたの声を県議会に !

長
谷
川
修
平
議
員
（
民
主
） 

医
師
の
地
域
偏
在
の
解
消
を
図
る
た

め
に
は
、
若
手
の
医
師
が
医
師
不
足

地
域
で
安
心
し
て
医
療
に
従
事
で
き

る
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

医
師
不
足
地
域
の
医
師
確
保

に
つ
い
て
は
、
医
師
修
学
資
金
や
県

地
域
枠
に
よ
り
養
成
し
た
医
師
を
県

内
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
大
変
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
た
め
、
本

年
四
月
に
新
た
に
地
域
医
療
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、若
手
医
師
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
将
来
的
に
は
、
若
手
医
師
を
地

域
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す
る
た
め

の
調
整
機
能
を
担
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　

復
興
庁
茨
城
事
務
所
が
業
務

を
開
始
し
、
復
興
交
付
金
な
ど
の
手

段
も
整
っ
た
。
知
事
の
経
験
を
活
か

し
、
一
日
も
早
い
復
興
に
向
け
、
取

り
組
み
を
加
速
さ
せ
る
べ
き
。
今
後

い
か
に
復
旧
・
復
興
を
進
め
る
の
か
。

知
事　

今
年
を
復
興
元
年
と
位
置
づ

け
、
復
興
庁
茨
城
事
務
所
と
も
連
携

し
、
県
民
や
市
町
村
、
企
業
な
ど
と

一
体
に
な
っ
て
一
日
も
早
い
復
旧
・

復
興
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
み
、

安
全
・
安
心
・
快
適
に
暮
ら
せ
る
生

活
大
県
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

議
員　

太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
も

活
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ
ス
ト

ミ
ッ
ク
ス
を
目
指
す
べ
き
。
原
子
力

発
電
の
あ
り
方
が
大
き
な
転
換
を
迫

ら
れ
て
い
る
現
在
、
い
か
に
代
替
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
を
目
指
す
の
か
。

知
事　

国
民
的
な
合
意
を
形
成
し
た

上
で
、
当
面
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の

削
減
に
努
め
つ
つ
、
化
石
燃
料
の
中

で
も
発
電
コ
ス
ト
や
環
境
面
で
優
位

な
天
然
ガ
ス
を
中
心
と
し
、
将
来
的

に
は
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
な
ど

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
を

目
指
す
こ
と
が
現
実
的
と
考
え
る
。

（
ほ
か
に
、
新
し
い
公
共
へ
の
対
応
、

若
年
者
の
雇
用
対
策
、
地
震
・
津
波

対
策
の
充
実
な
ど
も
質
問
）

半
村
登
議
員
（
自
県
ク
） 

県
西
地
域
の
発
展
の
鍵
の
一
つ
は
、

圏
央
道
を
活
か
し
、
産
業
拠
点
の
創

出
を
目
指
し
た
周
辺
開
発
で
あ
る
。

五
霞
・
境
・
坂
東
・
常
総
の
四
市
町

で
開
発
を
計
画
し
て
い
る
が
、
県
が

統
率
を
取
っ
て
各
地
区
の
特
色
あ
る

開
発
を
進
め
る
支
援
が
重
要
と
考
え

る
。
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

知
事　

各
地
区
に
共
通
す
る
課
題
解

決
に
向
け
た
協
議
の
場
の
設
置
や
、

市
町
と
連
携
し
た
積
極
的
な
企
業
誘

致
活
動
の
展
開
を
図
る
な
ど
、
引
き

続
き
市
町
の
開
発
構
想
の
具
体
化
に

向
け
て
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

議
員　

本
県
の
お
茶
産
地
で
は
原
発

事
故
に
伴
う
放
射
性
物
質
の
影
響
を

低
減
す
る
た
め
昨
年
の
出
荷
を
断
念

し
、
今
春
の
新
茶
に
期
待
を
か
け
て

い
る
。
四
月
か
ら
の
飲
用
茶
の
新
基

準
値
の
適
用
を
踏
ま
え
、
お
茶
の
安

全
性
確
保
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

知
事　

茶
樹
を
深
く
切
り
込
む
深
刈

り
や
中
切
り
な
ど
の
低
減
対
策
を
講

じ
、
さ
し
ま
茶
で
出
荷
制
限
が
解
除

さ
れ
て
い
る
。
奥
久
慈
茶
な
ど
で
も
、

生
茶
葉
で
の
濃
度
が
着
実
に
低
減
し

て
い
る
の
で
、
三
月
中
旬
ご
ろ
か
ら

始
ま
る
枝
の
剪
定
作
業
を
徹
底
す
る
。

議
員　

境
特
別
支
援
学
校
の
コ
ン
セ

プ
ト
「
個
々
に
応
じ
た
指
導
を
充
実

し
、
自
分
一
人
で
で
き
る
こ
と
を
増

や
し
、
働
く
力
を
育
て
る
」
の
実
現

の
た
め
、
体
験
学
習
を
含
め
た
学
習

活
動
を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
の
か
。

教
育
長　

実
現
の
た
め
の
三
つ
の
柱

一
、
職
場
見
学
や
体
験
学
習
、
現
場

実
習
な
ど
を
充
実
し
就
職
率
向
上
を

目
指
す
。
二
、
学
校
独
自
の
検
定
試

験
を
実
施
し
学
力
や
体
力
の
向
上
を

目
指
す
。
三
、
学
校
を
支
援
し
て
も

ら
う
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
百
名
、
企
業

サ
ポ
ー
タ
ー
百
社
の
登
録
を
目
指
す

「
さ
か
と
く
宣
言
」
を
ま
と
め
た
。

（
ほ
か
に
、
平
成
二
十
四
年
度
当
初

予
算
編
成
方
針
、
古
河
地
区
中
等
教

育
学
校
の
準
備
状
況
な
ど
も
質
問
）

井
手
義
弘
議
員
（
公
明
） 

東
海
第
二
発
電
所
の
三
十
キ
ロ
圏

（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
※
）
の
人
口
は
全
国
で
最

多
の
百
万
人
規
模
で
あ
り
、
東
海
第

二
発
電
所
の
再
稼
働
が
前
提
の
原
子

力
防
災
計
画
の
立
案
は
困
難
を
極
め

る
と
考
え
る
が
、
最
も
深
刻
な
課
題

は
。

知
事　

Ｕ
Ｐ
Ｚ
に
つ
い
て
は
、
人
口

が
多
い
こ
と
か
ら
、
県
内
に
あ
る
バ

ス
を
総
動
員
し
て
も
、
一
回
に
二
十

四
万
人
し
か
搬
送
で
き
な
い
た
め
、

一
斉
に
百
六
万
人
を
避
難
さ
せ
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
り
、
避
難
手
順
、

避
難
先
の
確
保
、
災
害
時
要
援
護
者

の
避
難
な
ど
を
具
体
的
に
ど

う
す
る
か
が
、
最
も
深
刻
な

課
題
で
あ
る
。

議
員　

国
は
原
子
力
発
電
所

を
四
十
年
で
廃
炉
に
す
る
と

い
っ
て
お
り
、
県
内
の
原
子

力
発
電
関
連
施
設
も
十
年
以

内
に
は
役
目
を
終
え
る
こ
と

を
前
提
に
し
た
地
域
振
興
策

が
必
要
で
あ
る
。
原
子
力
発
電
発
祥

の
地
・
茨
城
の
ポ
ス
ト
原
発
の
将
来

像
は
。

知
事　

東
海
を
中
心
と
し
た
地
域
が

つ
く
ば
な
ど
と
の
連
携
を
強
め
、
原

子
力
関
連
技
術
の
研
究
の
集
積
を
活

か
し
、
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
研
究

開
発
都
市
に
進
化
し
、
科
学
技
術
創

造
立
国
日
本
の
一
翼
を
担
う
枢
要
な

拠
点
に
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

議
員　

地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
、

女
性
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
の

視
点
か
ら
、
見
直
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

知
事　

避
難
所
に
お
け
る
更
衣
室
や

授
乳
室
な
ど
女
性
へ
の
配
慮
や
、
備

蓄
で
は
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の

災
害
時
要
援
護
者
に
配
慮
し
た
品
目

を
選
定
す
る
こ
と
な
ど
を
明
記
し
た
。

今
後
と
も
、
女
性
・
高
齢
者
・
障
が

い
者
な
ど
の
視
点
に
立
っ
て
、
地
域

防
災
計
画
や
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
見
直
し
を
行
い
、
迅
速
・
的
確

な
避
難
所
運
営
な
ど
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
学
校
給
食
の
安
全
性
確

保
、
子
供
た
ち
の
健
康
影
響
調
査
な

ど
も
質
問
）

【請願・陳情の仕方】
　請願・陳情は、県民の皆様の要望や意見を県政に反映させる大切
な制度です。
　「請願」は、議員の紹介が必要となります。
　受理した請願は、所管の委員会で審査し、本会議で採決します。
　本会議での採決の結果は、請願者（複数の場合には代表者）に通
知されます。また、採択されたもののうち、執行機関で処理するこ
とが適当なものは、これを知事等に送付し、その処理の経過及び結
果の報告を求めています。
　「陳情」は、議員の紹介は必要ありません。
　陳情については、所管の委員会に参考送付され、議案の審査等の
参考にします。なお、本会議において採否は決定されません。
【請願・陳情書の提出】
　請願・陳情を行う場合は、次の様式に基づき、請願書または陳情
書を作成し、県議会へ一部提出して下さい。
　○必要な記載事項　　
　　1　請願（陳情）の趣旨
　　2　提出年月日
　　3　請願（陳情）者の住所（法人の場合はその所在）
　　4　請願（陳情）者（法人の場合はその名称を記載し、
　　 　代表者）の署名または記名押印
　詳細については、議会事務局議事課にお問い合わせ下さい。
【問い合わせ先】
議会事務局議事課　TEL 029-301-5634　FAX 029-301-5629

※【UPZ（緊急防護措置計画範囲）】…環境モニタリングの結果などに基づき、避難、屋内退避などを準備する区域。おおむね30km。ことば

（
分
割
質
問
方
式
）

（
分
割
質
問
方
式
）

３０ｋｍ 
ＵＰＺ 

東海第二発電所

ひたちなか市

常陸太田市 

日立市

那珂市

水戸市

大洗町

鉾田市

茨城町

笠間市 

城里町

常陸大宮市

大子町 高萩市

北茨城市 

石岡市 
小美玉市

行方市

かすみがうら市

土浦市

県庁

東海村

若手医師のキャリア形成支援（県立中央病院）

圏央道利根川渡河橋工事
（（仮）五霞IC～（仮）境IC間）

東海第二発電所から半径 30km圏内図

医
師
の
地
域
偏
在
の
解
消
策
は

若
手
医
師
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援

圏
央
道
周
辺
開
発
の
支
援
は

企
業
誘
致
の
共
同
実
施
な
ど
で
支
援

原
子
力
防
災
計
画
見
直
し
の
課
題
は

三
十
キ
ロ
圏
内
の
一
斉
避
難
は
困
難


